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草
加
市 

草
加
市
制
５０
周
年
記
念 

国
際
ハ
ー
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

①
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

□日
１１
月
１５
日
�
午
後
７
時
開
演 

出
演
　
鷺
谷
清
子
（
指
揮
）、
ベ
ア
ト
リ

ス
・
ギ
ュ
ル
マ
ン
（
ハ
ー
プ
）
ほ
か 

特
別
ゲ
ス
ト
　
新
垣
勉
（
テ
ノ
ー
ル
） 

②
フ
ァ
イ
ナ
ル
コ
ン
サ
ー
ト 

□日
１１
月
１６
日
�
午
後
１
時
３０
分
開
演 

出
演
　
ヨ
セ
フ
・
モ
ル
ナ
ー
ル
（
指
揮
）、

ア
ン
・
ヤ
ン
（
ハ
ー
プ
）
ほ
か 

特
別
ゲ
ス
ト
　
藤
原
道
山
（
尺
八
） 

□場
草
加
文
化
会
館
（
東
武
伊
勢
崎
線
松
原

団
地
駅
下
車
徒
歩
５
分
） 

□費
一
般
１
０
０
０
円
　
学
生
５００
円
（
全
席

指
定
） 

□問
草
加
市
文
化
協
会
　
�
９３１
・
９
３
２
５ 

 

吉
川
市 

吉
川
市
民
ま
つ
り
〜
好
き
で
す
吉
川
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
〜 

□日
１１
月
１６
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

□場
吉
川
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
お
あ
し
す
、

永
田
公
園 

□内
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
、
農
産
物
の
品
評

会
・
販
売
、
商
工
物
産
の
展
示
販
売
、
各

種
団
体
の
バ
ザ
ー
、
国
際
色
豊
か
な
模
擬

店
な
ど 

□問
市
民
ま
つ
り
運
営
委
員
会
事
務
局
（
市

民
参
加
推
進
課
）
�
９８２
・
９
６
８
５ 

 

越
谷
市 

越
谷
市
制
施
行
５０
周
年
記
念 

第
４０
回
越
谷
市
民
文
化
祭 

□日
１１
月
２１
日
�
〜
２４
日
�
、
午
前
１０
時
〜

午
後
７
時
（
２４
日
は
午
後
６
時
ま
で
） 

□場
サ
ン
シ
テ
ィ
（
東
武
伊
勢
崎
線
新
越
谷

駅
・
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
南
越
谷
駅
下
車
徒
歩

５
分
） 

□内
【
出
品
部
門
】
絵
画
、
工
芸
、
書
、
華

道
、
俳
句
、
写
真
な
ど
【
出
演
部
門
】
邦

楽
、
合
唱
、
詩
吟
、
民
謡
、
茶
道
、
日
本

舞
踊
な
ど 

□費
入
場
料
　
無
料 

□問
越
谷
市
生
涯
学
習
課
　
�
９６３
・
９
３
０

７ 
 

三
郷
市 

産
業
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８ 

□日
１１
月
２２
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
、

２３
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

□場
三
郷
市
勤
労
者
体
育
館
・
市
民
広
場
ほ

か
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
三
郷
駅
か
ら
金
町
駅

南
口
行
き
バ
ス
で
「
三
郷
市
役
所
」
下
車

ま
た
は
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
三
郷
中
央

駅
下
車
徒
歩
１５
分
） 

□内
友
好
都
市
な
ど
の
特
産
物
販
売
、
お
楽

し
み
抽
選
会
、
野
菜
・
盆
栽
の
品
評
会
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
工
業
物
産
展
な
ど 

□問
産
業
振
興
課
商
工
労
政
係
　
�
９５３
・
１

１
１
１
○内
２
２
６
４ 

 

松
伏
町 

ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
　
〜
愛
と

安
ら
ぎ
の
ク
リ
ス
マ
ス
〜 

□日
１２
月
２０
日
�
午
後
３
時
開
演
（
午
後
２

時
３０
分
開
場
） 

□場
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
（
東
武
伊
勢

崎
線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き

バ
ス
で
「
中
央
公
民
館
」
下
車
） 

□内
出
演
／
杉
下
友
季
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

山
崎
茂
（
音
楽
監
督
・
指
揮
）、
埼
玉
室

内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
　
演
奏
曲
／
「
四
季
」

ク
リ
ス
マ
ス
／
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
愛

の
挨
拶
／
エ
ル
ガ
ー
、
Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア

／
バ
ッ
ハ
ほ
か 

□費
一
般
３
０
０
０
円
　
高
校
生
ま
で
１
５

０
０
円
（
全
席
指
定
） 

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可
。 

□問
田
園
ホ
ー
ル
・
エ
ロ
ー
ラ
　
�
９９２
・
１

０
０
１ 

■
広
聴
広
報
課
　
�
○内
４
２
３ 

南
川
崎
　
　
伊
本
　
則
子 

落
葉
掃
く
頭
上
に
数
羽
野
鳥
の
い
て 

　
　
　
い
い
よ
い
い
よ
と
鳴
き
交
わ
し
お
り 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武 

コ
ス
モ
ス
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
咲
き
乱
れ 

　
　
　
天
突
き
抜
け
て
飛
行
機
雲
一
つ 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ 

秋
日
和
亡
友
の
好
み
し
金
木
犀
の 

　
　
　
香
に
浸
り
つ
つ
面
影
偲
ぶ 

木
曽
根
　
　
　
谷
　
多
門 

中
秋
の
満
ち
た
る
月
に
母
の
い
て 

　
　
　
お
ダ
ン
ゴ
丸
め
る
仕
草
な
る
か
な 

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏 

北
の
地
に
紅
葉
の
便
り
の
彼
岸
入
り 

　
　
　
妻
と
二
人
で
恩
師
の
墓
へ 

南
川
崎
　
　
松
谷
　
永
子 

コ
ス
モ
ス
の
色
と
り
ど
り
に
咲
き
盛
り 

　
　
　
友
と
散
策
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助 

朝
夕
は
涼
し
く
な
り
て
秋
感
ず 

　
　
　
蜻
蛉
飛
び
交
う
黄
昏
の
空 

伊
　
草
　
　
斉
藤
　
富
子 

長
湯
に
て
孫
の
一
言
「
大
丈
夫
！
」 

　
　
　
我
れ
癒
さ
れ
し
秋
の
夜
長
に 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子 

肩
肘
を
は
り
し
カ
マ
キ
リ
ゆ
っ
く
り
と 

　
　
　
首
を
廻
し
て
振
り
向
き
て
お
り 

  

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義 

黄
金
の
稲
穂
の
続
く
棚
田
か
な 

伊
草
団
地
　
　
高
橋
　
桂
輔 

同
窓
会
友
の
笑
顔
に
声
弾
む 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝 

人
が
消
え
廃
屋
の
庭
に
柿
赤
し 

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝 

新
米
の
炊
け
る
匂
い
や
朝
日
差
す 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉 

透
き
通
る
風
の
響
き
に
落
葉
舞
う 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香 

行
く
秋
や
夫
の
遺
せ
し
日
記
帳 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿 

散
る
紅
葉
載
せ
て
秩
父
の
川
下
り 

緑
町
五
　
　
藤
波
　
ふ
み 

気
ま
ぐ
れ
な
風
に
従
う
秋
ざ
く
ら 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明 

足
湯
し
て
月
見
る
北
の
旅
の
宿 

八
潮
八
　
　
栗
原
　
幸
子 

金
木
犀
風
に
吹
か
れ
て
母
の
も
と 

八
潮
五
　
　
林
　
　
悦
子 

越
後
路
を
ハ
ン
ド
ル
ま
か
せ
秋
日
和 

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子 

酔
芙
蓉
月
夜
に
紅
の
艶
や
か
さ 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子 

筑
山
を
映
し
て
水
の
澄
み
に
け
り 

大
曽
根
　
　
根
岸
佐
代
子 

茜
空
ロ
ー
カ
ル
線
を
ひ
と
呑
み
す 

鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子 

よ
う
や
く
に
元
気
に
な
れ
り
秋
惜
し
む 

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子 

野
仏
に
手
を
合
わ
せ
ゆ
く
茸
が
り 

垳
　
　
沼
野
　
あ
い 

情
念
の
炎
に
も
似
て
曼
珠
沙
華 

南
川
崎
　
　
大
川
三
つ
江 

満
月
に
明
け
放
ち
た
る
窓
明
か
り 

大
　
瀬
　
　
吉
川
　
照
子 

人
知
れ
ず
日
暮
れ
に
咲
き
し
月
見
草 

古
新
田
　
　
窪
田
喜
美
枝 

月
見
草
旅
立
つ
鳥
を
見
送
り
ぬ 

中
央
一
　
大
久
保
き
よ
子 

来
し
方
を
思
い
出
さ
せ
る
月
見
か
な 

中
央
三
　
　
鳥
谷
征
太
郎 

一
房
に
蜜
蜂
寄
り
合
う
葡
萄
棚 

 

文
芸
欄
の
応
募
は
、
毎
月
２０
日
が
締
め
切

り
で
す
。
な
お
、
１
月
号
に
つ
い
て
は
、

１２
月
１５
日
�
が
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。 

お
早
目
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

ゆ　ず　り　ま　す 

○ベビーダンス（２０００円） 

○サイドボード（２０００円） 

○五月人形（武者人形ガラ
　スケース入り・無償） 

○ひな人形（８段飾り・無償） 

○二段ベッド（５０００円） 

○ベビーベッド（５００円） 

※問題が生じた時は、当事者間
で解決していただき、市は責任
を負いかねます。 

□申□問商工振興課�○内３３６ 

ゆずってください 

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。 

 

第
７
回
市
民
ス
キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
教
室 

□日
１２
月
２７
日
�
〜
２９
日
�
　
午
前
６
時
文

化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
南
側
駐
車
場
前
集

合
・
出
発
（
時
間
厳
守
）
　
□場
長
野
県
戸

隠
ス
キ
ー
場
（
宿
泊
＝
飯
島
ロ
ッ
ジ
�
０２６

・
２５４
・
２
１
５
５
）
　
□対
小
学
３
年
生
〜

中
学
３
年
生
（
小
学
３･

４
年
生
は
保
護

者
同
伴
の
こ
と
、
そ
の
他
の
保
護
者
も
参

加
可
）
　
□内
全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指

導
員
に
よ
る
指
導
　
□定
４０
人
（
申
込
順
）

□費
小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
万
７
０
０
０

円
、
大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
万
円
（
２

泊
・
７
食
、
講
習
費
、
交
通
費
）
※
レ
ン

タ
ル
ス
キ
ー
・
ウ
ェ
ア
、
リ
フ
ト
券
、
バ

ッ
チ
テ
ス
ト
代
は
別
途
　
□申
１１
月
２８
日
ま

で
に
、
参
加
費
を
添
え
て
文
化
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
�
９９６
・
５
１
２
６
※
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）、
ま
た
は
飯
田
（
�
９９７

・
３
９
４
５
※
午
後
７
時
〜
１０
時
）
へ 

 

モ
ラ
ロ
ジ
ー
講
演
会
「
家
族
っ
て
な
あ
に
？
」 

　
最
近
、
目
を
覆
い
た
く
な
る
よ
う
な
親

子
・
兄
弟
間
の
事
件
が
、
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
一
度
、
家
族
に
つ
い
て
考
え

て
見
ま
せ
ん
か
？ 

□日
１１
月
２９
日
�
　
午
後
７
時
〜
９
時
　
□場

八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室
　
□内
講
師
＝
鷲
津
徳

三
さ
ん
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育

講
師
）
　
□費
無
料
　
□申
山
本
�
９９６
・
７
１

０
９ 

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
体
験

レ
ッ
ス
ン 

□日
①
１１
月
１８
日
�
②
１２
月
１６
日
�
　
午
前

１０
時
〜
正
午
　
□場
ゆ
ま
に
て
　
□内
①
ク
リ

ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
②
お
正
月
ア
レ
ン
ジ
　

□費
２
５
０
０
円
　
□申
　
野
�
０９０
・
１
７
３

６
・
７
９
８
８ 

 

中
川
・
八
条
用
水
野
鳥
観
察
会
と
河
川
清
掃 

　
野
鳥
観
察
後
中
川
に
出
来
た
小
さ
な
ミ

チ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
地
を
見
て
、
清
掃
し
ま
す
。 

□日
１１
月
１６
日
�
※
雨
天
中
止
▼
集
合
＝
松

原
団
地
駅
午
前
８
時
３０
分
、
ま
た
は
八
潮

団
地
バ
ス
停
午
前
９
時
▼
解
散
＝
八
潮
団

地
駅
バ
ス
停
正
午
（
予
定
）
　
□持
雨
具
、

飲
み
物
、
あ
れ
ば
双
眼
鏡
　
□費
２００
円
（
保

険
・
資
料
代
）
　
□問
エ
コ
埼
玉
・
加
納
�

９３５
・
３
０
９
１ 

 

八
潮
工
業
会
創
立
４５
周
年
記
念
事
業 

①
記
念
式
典 

□日
１１
月
１６
日
�
　
正
午
〜
午
後
２
時 

②
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

□日
１１
月
１６
日
�
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分 

□内
漫
談
※
出
演
＝
団
し
ん
也
さ
ん 

―
①
②
共
通
― 

□場
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル
　
□定
５４０
人
（
先
着

順
）
□費
無
料
　
□問
渋
谷
�
９８４
・
５
０
０
０ 

 

蕎
麦
打
ち
体
験 

□日
１２
月
７
日
�
　
午
前
１０
時
〜
正
午
　
□場

八
幡
公
民
館
調
理
室
　
□内
作
っ
て
、
食
べ

て
、
蕎
麦
の
お
土
産
つ
き
※
講
師
＝
藤
井

修
さ
ん
　
□費
２
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

□定
２０
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
　

□申
地
域
を
蕎
麦
で
繋
ぐ
会
・
戸
高
�
兼
�

０３
・
５
６
８
２
・
０
８
０
７ 

税
金
・
経
営
・
資
金
繰
り
無
料
相
談
会 

□日
１１
月
１８
日
�
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
時
間
外･

電
話
相
談
可
）
　
□場
八
潮
民

主
商
工
会
　
□内
商
売
と
暮
ら
し
の
こ
と
等

な
ん
で
も
相
談
　
□費
無
料
　
□問
八
潮
民
主

商
工
会
・
中
村
�
９９５
・
６
９
６
２ 

 

無
料
配
布
！ 

廃
油
か
ら
の
手
作
り
「
固
形
石
け
ん
」 

□日
１２
月
４
日
	
　
午
前
９
時
〜
　
□場
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー
　
□定
５０
人
（
先
着
順
）
　

□問
消
費
生
活
を
考
え
る
会
・
金
森
�
９９６
・

６
８
４
４ 

 

忘
年
会
、
新
年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
マ

ジ
ッ
ク
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か 

　
お
友
達
や
周
り
の
人
た
ち
を
び
っ
く
り

さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？
見
学
歓
迎
で
す
。 

□日
第
１
・
第
３
金
曜
日
　
午
後
７
時
〜
　

□場
や
し
お
生
涯
楽
習
館
研
修
室
ほ
か
　
□費

入
会
金
１
５
０
０
円
、
月
会
費
１
０
０
０

円
　
□問
マ
ジ
ッ
ク
同
好
会
Ｙ
Ｙ
マ
ジ
ッ
ク
・

解
良
�
９９７
・
８
８
７
９
（
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
） 

 

埼
玉
県
医
学
検
査
学
会
市
民
公
開
講
演
会 

□日
１１
月
３０
日
�
　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分

（
体
験
コ
ー
ナ
ー
等
は
正
午
〜
午
後
４
時

２０
分
）
　
□場
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民

ホ
ー
ル
　
□内
「
大
腸
が
ん
と
が
ん
検
診
受

診
の
す
す
め
」
※
講
師
＝
木
下
博
勝
さ
ん

（
医
師
）、
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の

予
防
と
健
診
の
す
す
め
」
※
講
師
＝
櫻
林

郁
之
介
さ
ん
（
医
師
）、
健
康
検
査
体
験

コ
ー
ナ
ー
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
も
あ
り
ま
す
。

　
□問
春
日
部
市
立
病
院
・
佐
藤
�
０４８
・
７３５

・
１
２
６
１ 

市
の
財
政
状
況

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す 
市
の
財
政
状
況

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

お
知
ら
せ
し
ま
す 
市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

平
成
１９
年
度
決
算
に
よ
る 

【
基
本
的
な
作
成
基
準
】 

（１）
作
成
方
法
…
総
務
省
方
式 

　
総
務
省
が
平
成
１３
年
３
月
に
ま
と
め
た
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

「
地
方
公
共
団
体
の
総
合
的
な
財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研

究
会
報
告
書
」に
沿
っ
て
作
成
し
ま
し
た
。 

（２）
対
象
会
計
の
範
囲
…
普
通
会
計 

　
八
潮
市
の
普
通
会
計
と
は
、
一
般
会
計
と
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計
の
一
部
で
す
。 

（３）
作
成
基
準
日
…
平
成
２０
年
３
月
３１
日 

　
出
納
整
理
期
間（
平
成
２０
年
４
月
１
日
〜
５
月
３１
日
）に
お
け

る
出
納
に
つ
い
て
は
、基
準
日
ま
で
に
終
了
し
た
も
の
と
し
て

処
理
し
て
い
ま
す
。 

（４）
人
口
…
平
成
２０
年
３
月
３１
日
現
在
住
民
基
本
台
帳
人
口
＋
外

国
人
登
録
者
数
＝
８
０
，０
１
２
人 

（５）
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
中
）
固
定
・
流
動
の
基
準
…
固
定
・
流

動
の
区
分
は
、
一
年
基
準
と
し
て
い
ま
す
。 

（６）
基
礎
数
値 

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
　

…
昭
和
４４
年
度
以
降
の
地
方
財
政
状

況
調
査
表
（
決
算
統
計
）
の
数
値
な
ど
で
す
。 

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
　

…
平
成
１９
年
度
地
方
財
政
状
況
調
査

表
（
決
算
統
計
）
の
数
値
お
よ
び
歳
入
歳
出
決
算
書
の
数
値

な
ど
で
す
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
の

財
政
状
況
を
よ
り
わ
か
り
や

す
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、

資
産
と
負
債
の
対
応
関
係
を

示
す
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
」

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ど
の
く

ら
い
の
経
費
が
か
か
っ
て
い

る
の
か
を
示
す
「
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
」
を
平
成
１９
年
度 

決
算
に
基
づ
い
て
作
成
し
ま

し
た
。 

    

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
市

に
ど
れ
だ
け
の
資
産
や
現
金

が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の

資
産
は
ど
の
よ
う
な
財
源
で

構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
総

括
的
に
示
し
た
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
平
成
１９
年
度
末
現
在
、
市

の
普
通
会
計
の
資
産
は
「
８
９

９
億
３
９
５
１
万
６
千
円
」
で
、

市
民
１
人
当
た
り
で
は
「
１
１

２
万
４
０
７
５
円
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
そ
れ
に
対
し
負
債
は
「
３
５

９
億
６
９
５
万
１
千
円
」
で
、

市
民
１
人
当
た
り
で
は
「
４４

万
８
７
７
０
円
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
表
１
） 

　
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

資
産
は
「
２
億
５
９
７
１
万

９
千
円
（
市
民
１
人
当
た
り

１
万
９
８
３
０
円
）
」
減
少
し
、

負
債
は
「
１１
億
１
９
７
万
８
千

円
（
市
民
１
人
当
た
り
２
万

５
７
７
円
）」
減
少
し
ま
し
た
。 

　
資
産
の
減
少
は
、
有
形
固

定
資
産
や
貸
付
金
、
現
金
・

預
金
な
ど
の
減
少
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

負
債
の
減
少
は
、
固
定
負
債

の
地
方
債
の
減
少
な
ど
に
伴

う
も
の
で
す
。 

 

☆
社
会
資
本
形
成
に
対
す
る

世
代
間
の
負
担 

　
「
こ
れ
ま
で
の
世
代
が
既
に

負
担
し
た
金
額
」
を
表
す
の

が
「
正
味
資
産
」
で
す
が
、

こ
れ
に
対
し
て
「
将
来
世
代

に
負
担
さ
せ
る
金
額
」
を
表

す
の
が
「
負
債
」
で
す
。 

　
「
正
味
資
産
」
が
多
い
ほ
ど

将
来
世
代
の
負
担
が
少
な
く

て
す
み
、
正
味
資
産
が
少
な

い
ほ
ど
負
担
が
大
き
く
な
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
八
潮
市
の
場
合
、「
正
味
資

産
」
が
５
４
０
億
３
２
５
６
万

５
千
円
で
、
社
会
資
本
の
整

備
の
結
果
を
示
す
「
有
形
固

定
資
産
」
７
２
８
億
４
９
８
７

万
２
千
円
に
対
す
る
割
合
は
、

約
７４
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

り
前
年
度
と
比
較
す
る
と
約

１．７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い
ま
す
。

こ
の
率
が
高
い
ほ
ど
将
来
世

代
の
負
担
が
小
さ
く
、
財
務

の
安
全
性
と
い
う
観
点
か
ら

は
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。 

平成１９年度　八潮市普通会計バランスシート 表１ 

１．有形固定資産 72,849,872 910,487 １．固定負債 32,952,048 411,839

２．投資等 13,868,028 173,324 ２．流動負債 2,954,903 36,931

３．流動資産 3,221,616 40,264 負債合計 35,906,951 448,770

【正味資産の部】 

１．国庫支出金 7,977,779 99,707

２．都道府県支出金 909,312 11,365

３．一般財源等 45,145,474 564,234

正味資産合計 54,032,565 675,306

資産合計 89,939,516 1,124,075負債・正味資産合計 89,939,516 1,124,075

〈参考〉 
平成１８年度　八潮市普通会計バランスシート（平成１９年３月３１日現在） 

【資産の部】 【負債の部】 

【資産の部】 【負債の部】 

市民1人当たり 

90,199,235 1,143,905 負債合計 37,008,929 469,347

【正味資産の部】 

正味資産合計 53,190,306 674,558

負債・正味資産合計 90,199,235 1,143,905

借方 貸方 

借方 貸方 

（単位：千円） 

（単位：円） 

市民1人当たり （単位：千円） 

（単位：円） 

市民1人当たり （単位：千円） 

（単位：円） 

市民1人当たり （単位：千円） 

（単位：円） 

資産合計 

道路、公園、学
校、保育所などの
建設費、用地取得
費のほか消防車両
などの備品購入費
です。用地を除き
それぞれの施設に
応じた減価償却を
行っています。 

市の借金で翌々年
度以降返済する予
定の額等です。 

市の借金で翌年度
に返済する予定の
額です。 

資産（借方）形成の
ために使われた金
額の総称。下記の
３つに分類されま
す。 

１と２は資産形
成のために使わ
れた国県支出金
です。 

資産形成のために
使われた市税など
の一般財源です。 

つくばエクスプレ
スを運営する首都
圏新都市鉄道㈱な
どへの出資金、貸
付金や特定目的基
金です。 

財政調整基金や基
準日現在における
現金、預金のほか
市税などの未収金
です。 

将来にわたり行政
サービスの資源と
なるもので、市の
財産です。 

資産を形成するた
めに借入れた資
金。将来（世代）負
担しなければなら
ないものです。 

（
敬
称
略
） 

・
足
立
成
和
信
用
金
庫
　
環
境
へ
の
取
組

み
応
援
資
金
と
し
て
２０
万
円 

・
埼
玉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
草
加
支
部
　
社

会
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
ア
ル
ミ
製

自
走
式
車
椅
子
（
ハ
イ
ポ
リ
マ
ー
タ

イ
ヤ
）
５
台
（
１０
万
円
相
当
） 

善
意
の
寄
附
（
１０
月
分
） 

□問
財
政
課
�
○内
３
０
６ 

普
通
会
計 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト 

こ
う 

の 

け 

ら 

と
　
り 

か 

と
　
も 

も
く
せ
い 

か 

ひ
た 

あ
で 

さ
ん
さ
く 

ひ
と 

こ
と 

い
や 

は
い
お
く 

つ
ま 

の
こ 

も
み
じ 

の 

し
た
が 

き
の
こ 


